
　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
（
相
手
）

の
行
為
に
よ
り
け
が
を
し
た
場
合
で
、

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
を
使
用

し
て
治
療
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

は
、「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」

の
届
出
が
必
要
で
す
。

※
無
免
許
運
転
や
飲
酒
運
転
な
ど
重
大

な
違
反
を
犯
し
た
場
合
は
、
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

用
意
す
る
も
の　
国
民
健
康
保
険
被
保

険
証
、
免
許
証
、
印
鑑
、
相
手
方
の

連
絡
先
や
加
入
保
険
な
ど
の
メ
モ
、

交
通
事
故
証
明
書
（
後
日
提
出
も

可
）

届
出
先　
国
保
年
金
課

《
医
療
費
負
担
は
加
害
者
の
責
任
》

　
　
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
受
け
た

傷
病
の
医
療
費
は
、
本
来
加
害
者
が

全
額
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
。
被
保

険
者
証
を
使
用
し
治
療
を
受
け
た
場

合
、
国
民
健
康
保
険
で
加
入
者
の
医

療
費
を
一
時
的
に
立
て
替
え
、
あ
と

か
ら
加
害
者
に
費
用
を
請
求
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

健
康・福
祉

《
示
談
を
す
る
前
に
》

　
　
示
談
を
済
ま
せ
て
し
ま
う
と
、
そ

の
内
容
が
優
先
さ
れ
て
国
民
健
康
保

険
で
立
て
替
え
た
医
療
費
を
加
害
者

に
請
求
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
示
談
の
前
に
、
必
ず
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問　
国
保
年
金
課

　
　
☎
０
４
７
５(

８
０)

１
１
４
３

国
民
年
金
保
険
料
は

　
　
　
口
座
振
替
が
お
得
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口

座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、

保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る

の
で
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省

け
る
う
え
、
納
め
忘
れ
も
な
く
、
と
て

も
便
利
で
す
。
ま
た
、
当
月
分
保
険
料

を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度

や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い

６
カ
月
前
納
、
１
年
度
前
納
・
２
年
度

前
納
も
あ
り
、
大
変
お
得
で
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
金
融

機
関
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
な
ど
（
基

礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
）

交
通
事
故
で
被
保
険
者
証
を

使
用
す
る
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す

・
通
帳

・
金
融
機
関
届
出
印

※
口
座
振
替
開
始
は
、
申
し
込
み
手
続

き
を
し
た
翌
月
以
降
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
前
納
制
度
を
希
望
す
る
場

合
、
申
し
込
み
期
限
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　
千
葉
年
金
事
務
所

　
　
☎
０
４
３(

２
４
２)

６
３
２
０

あ
ん
と
ん
ね
ぇ
さ
～『
九
十
九
里

　

地
域
認
知
症
家
族
の
会
』in
山
武
市

　
認
知
症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る
方

同
士
で
、
介
護
の
悩
み
や
困
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

日　
時　
２
月
26
日
㈭　
午
後
１
時
半
～　

場　
所　
成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ

内　
容　
参
加
者
同
士
の
交
流
会
と
個

別
相
談

対　
象　
認
知
症
の
方（
疑
い
を
含
む
）

を
介
護
し
て
い
る
方

　
※
市
外
に
お
住
ま
い
の
方
も
参
加
で

き
ま
す
。

申
・
問　
山
武
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

　
　
☎
０
４
７
５(

８
０)

２
６
４
３

　
　
Ｆ
０
４
７
５(

８
０)

２
６
５
０

心
の
健
康
に
関
わ
る
研
究
会

　
親
あ
る
う
ち
に
自
立
生
活
を
支
え
る

地
域
づ
く
り
を
。

日　
時　
２
月
18
日
㈬　
午
後
２
～
４
時

場　
所　
山
武
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
大
会
議
室（
東
金
市
東
金
９
０
７

－

１
）

講　

師　

ひ
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク　

木
村　

尚
美
氏　
他
２
人

定　
員　
70
人

申
込
方
法　
２
月
12
日
㈭
ま
で
に
山
武

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
に
て
申

込
み

申
・
問　
山
武
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
４
７
５(

５
４)

０
６
１
１

家
族
介
護
者
教
室
『
知
っ
て
お
き

た
い
！　
こ
れ
か
ら
の
介
護
保
険
』

　
今
さ
ら
聞
け
な
い
？
介
護
保
険
に
つ

い
て
の
ア
レ
や
コ
レ
。
４
月
か
ら
の
介

護
保
険
改
正
な
ど
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。

日　
時　
３
月
１
日
㈰　
午
前
10
時
～

11
時
半

場　
所　
桔
梗
ケ
丘
シ
ル
バ
ー
ホ
ー
ム

定　
員　
30
人
（
参
加
費
無
料
）

申
・
問　
桔
梗
ケ
丘
シ
ル
バ
ー
ホ
ー
ム

　
担
当
：
高
橋
・
萩
野

　
　
☎
０
４
７
９(

８
６)

７
２
２
０
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２
月
１
日
を
基
準
日
に
、
我
が
国
の

農
林
業
の
生
産
構
造
や
就
業
構
造
、
農

山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
５
年

ご
と
に
実
施
し
て
お
り
、「
農
林
業
に

関
す
る
国
勢
調
査
」
と
も
い
う
べ
き
大

切
な
調
査
で
す
。
調
査
票
の
記
入
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
内
容
は
統
計
を
作
成
す

る
た
め
の
み
に
使
用
す
る
も
の
で
、
そ

の
ほ
か
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問　
企
画
政
策
課

　
　
☎
０
４
７
５(

８
０)

１
１
３
２

　

農
業
集
落
排
水
汚
泥
（
下
水
汚
泥
）

を
利
用
し
た
堆
肥
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

販
売
価
格　
約
13
㎏
入
り
１
袋

　
市
民
１
０
０
円
・
市
外
者
２
０
０
円

肥
料
成
分　
チ
ッ
ソ
４・
１
％
、
リ
ン

　
６・７
％
、
カ
リ
０・２
４
％

販
売
場
所　
大
平
地
区
汚
水
処
理
施
設

内
（
Ｊ
Ａ
山
武
郡
市
第
３
集
出
荷
セ

ン
タ
ー
〈
や
さ
い
の
里
〉
付
近
）

販
売
日
時　
毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日

午
前
９
～
10
時

※
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
販
売
終
了

問　
農
商
工
・
観
光
課

　
　
☎
０
４
７
５(

８
０)

１
２
１
２

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
た
こ
と
に
よ

り
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
な
か
っ

た
方
の
う
ち
、
平
成
26
年
12
月
１
日
に

支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
が
、
平

成
27
年
３
月
ま
で
に
申
請
し
た
場
合

は
、
平
成
26
年
12
月
分
の
手
当
て
か
ら

受
給
で
き
ま
す
。

　
平
成
26
年
12
月
～
平
成
27
年
３
月
分

の
手
当
は
、
平
成
27
年
４
月
に
支
払
わ

れ
ま
す
。

問　
子
育
て
支
援
課　

　
　
☎
０
４
７
５(

８
０)

２
６
３
１

産
　
業

山
武
市
の
企
業
が
千
葉
の
ち
か
ら

中
小
企
業
表
彰
を
受
け
ま
し
た
！

　
中
小
企
業
表
彰

                   「
有
限
会
社
浪
川
荘
」

　
積
極
的
な
事
業
展
開
に
よ
り
地
域
経

済
の
活
性
化
や
地
域
社
会
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
千
葉
県
内
の
中
小
企
業

や
商
店
街
な
ど
を
表
彰
す
る
、
千
葉
の

ち
か
ら
「
中
小
企
業
表
彰
」
に
平
成
26

年
度
は
、
観
光
業
を
牽
引
す
る
功
績
が

認
め
ら
れ
、
山
武
市
か
ら
「
有
限
会
社

浪
川
荘
」
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
※
を
受
給
す

る
方
は
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
26
年
12
月
以
降

は
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り

低
い
方
は
、
そ
の
差
額
分
の
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
市
へ
申
請
が
必
要
で
す
。

※
遺
族
年
金
、障
害
年
金
、老
齢
年
金
、

労
災
年
金
、
遺
族
補
償
な
ど

今
回
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
手
当
を
受

け
取
れ
る
場
合

・
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
祖
父
母

等
が
、
低
額
の
老
齢
年
金
を
受
給
し

て
い
る
場
合

・
父
子
家
庭
で
、
お
子
さ
ん
が
低
額
の

遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い

る
場
合

・
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
が
死
亡

し
、
お
子
さ
ん
が
低
額
の
遺
族
厚
生

年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る
場
合      　

な
ど

支
給
開
始
日

　
手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給
開

始
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で

「
児
童
扶
養
手
当
法
」の
一
部
が

　
　
　
　
　

改
正
さ
れ
ま
し
た

肥
料
販
売

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を

　
　
　
　
　
　
実
施
し
て
い
ま
す

子
育
て・教
育

千葉県の最低賃金が改正されました
最低賃金件名

千葉県最低賃金

調味料製造業

鉄　　鋼　　業

はん用機械器具、
生産用機械器具製造業
電子部品・デバイス・電
子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

計量器・測定器・分析機器・
試験機・測量機械器具・
理化学機械器具製造業、
医療用機械器具・医療用品
製造業、光学機械器具・
レンズ製造業、時計・同部
分品製造業、眼鏡製造業

各種商品小売業

自動車（新車）小売業

改正時間額
（発効日）

798 円
（H26.10. 1）

839 円
（H26.12.25）

880 円
（H26.12.25）

855 円
（H26.12.25）

841 円
（H26.12.25）

859 円
（H26.12.25）

819 円
（H26.12.25）

850 円
（H26.12.25）

千

　葉

　県

　特

　定

　最

　低

　賃

　金

問　千葉労働局労働基準部賃金室
☎043（221）2328
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市
で
は
防
災
士
資
格
取
得
の
費
用
に

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

防
災
士
と
は　
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
場

で
減
災
と
地
域
の
防
災
力
向
上
の
た

め
の
活
動
が
期
待
さ
れ
、
そ
の
た
め

に
十
分
な
意
識
・
知
識
・
技
能
を
有

す
る
人
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災
士

機
構
が
防
災
士
と
し
て
認
証
し
た
人

を
防
災
士
と
い
い
ま
す
。

防
災
士
の
主
な
役
割

　
家
庭
・
職
場
・
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
で
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
災
害
時
、
公
的
支
援
が
到
着
す
る
ま

で
の
被
害
の
拡
大
の
軽
減

・
災
害
発
生
後
の
被
災
者
支
援
の
活
動

・
平
常
時
の
防
災
意
識
の
啓
発
、
自
助
・

共
助
活
動
の
訓
練

助
成
対
象
者　
市
内
自
主
防
災
組
織
の

一
員
で
あ
る
者
ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
が
旺
盛
で
あ
っ
て
市
長
が
認

め
る
者

助
成
対
象
経
費
・
助
成
の
額

①
～
③
の
経
費
に
対
し
実
費
を
助
成
し

ま
す
。

①
日
本
防
災
士
機
構
が
認
証
し
た
研
修

機
関
で
実
施
す
る
防
災
士
研
修
講
座

受
講
料

②
日
本
防
災
士
機
構
が
実
施
す
る
防
災

士
資
格
取
得
試
験
受
験
料

③
日
本
防
災
士
機
構
へ
の
防
災
士
登
録
料

※
助
成
金
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
１
回
限
り
で
す
。

※
会
場
ま
で
の
交
通
費
等
は
対
象
外
で
す
。

　
防
災
士
資
格
取
得
に
つ
い
て
の
詳
し

い
内
容
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災
士
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｈhttp://bousaisi.jp/

問　
消
防
防
災
課

　
　
☎
０
４
７
５(

８
０)

１
１
１
６

　
蓮
沼
出
張
所
の
移
転
に
伴
い
、
利
用

方
法
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
持
ち
込
み
の
際
は
、
３
月
20
日
ま
で

は
蓮
沼
出
張
所
へ
、
３
月
24
日
以
降
は

蓮
沼
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
し
て

く
だ
さ
い
。

利
用
日 

３
月
20
日
ま
で　

平
日

　
　
　

 

３
月
24
日
か
ら　

火
・
水
・

　
　
　

木
・
金
曜
日(

祝
日
を
除
く)

利
用
時
間　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

持
ち
込
め
る
も
の
　
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
新

聞
紙
・
雑
誌
・
書
籍
・
牛
乳
パ
ッ
ク

問　
環
境
保
全
課　

　
　
☎
０
４
７
５(

８
０)

１
１
６
１

（
65
歳
以
上
公
的
年
金
額
１
２
０
万

円
ま
で
は
全
額
控
除
）。

③
積
立
（
確
定
拠
出
型
）
方
式
の
年
金

　
自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運

用
益
に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金
額

が
決
ま
る
、
加
入
者
数
・
受
給
者
数

に
左
右
さ
れ
な
い
安
定
し
た
制
度
。

④
保
険
料
額
は
自
由

　

毎
月
の
保
険
料
は
２
万
円
か
ら

６
万
７
０
０
０
円
ま
で
の
間
で
、
自

由
（
千
円
単
位
）
に
決
め
ら
れ
、
見

直
し
も
可
能
。

⑤
終
身
年
金
80
歳
ま
で
保
証
付

　
年
金
は
亡
く
な
る
ま
で
受
け
取
れ
ま

す
が
、
仮
に
加
入
者
・
受
給
者
が
80

歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
80
歳

ま
で
の
受
給
予
定
額
（
老
齢
年
金
の

現
在
価
値
に
相
当
す
る
額
。
後
述
政

策
支
援
は
除
く
）
を
遺
族
へ
支
給
。

⑥
担
い
手
に
は
保
険
料
の
国
庫
補
助

　
20
年
以
上
の
保
険
料
納
付
期
間
が
見

込
め
る
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
者

な
ど
、
意
欲
あ
る
担
い
手
に
は
、
国

の
保
険
料
助
成
（
政
策
支
援
）
が
あ

り
ま
す
（
詳
し
い
条
件
は
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

問　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
０
４
７
５(

８
０)

１
２
４
１

　
独
立
行
政
法
人　
農
業
者
年
金
基
金

Ｈhttp://w
w

w
.nounen.go.jp/

(

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
試
算
が
で
き
ま
す)

～
し
っ
か
り
積
み
立
て
、
が
っ
ち
り

 
サ
ポ
ー
ト
、安
心
で
豊
か
な
老
後
を
～

　
平
成
14
年
に
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

た
農
業
者
年
金
は
、
独
立
行
政
法
人
農

業
者
年
金
基
金
法
や
関
係
法
令
に
よ
り

安
全
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
者
の
方
な
ら
広
く
加
入
で
き
、

少
子
高
齢
化
に
強
い
積
立
方
式
（
確
定

拠
出
型
）
の
終
身
年
金
で
、
保
険
料
額

は
自
由
に
決
め
ら
れ
、
80
歳
ま
で
の
保

証
付
き
で
す
。
保
険
料
全
額
社
会
保
険

料
控
除
な
ど
、
税
制
面
で
の
優
遇
措
置
、

意
欲
の
あ
る
担
い
手
に
は
政
策
支
援
…
…

と
、
農
業
者
年
金
は
農
業
従
事
者
に

と
っ
て
、
老
後
の
心
強
い
味
方
で
す
。

①
加
入
要
件　
60
歳
未
満
の
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
で
、
農
業
従
事
日

数
が
60
日
以
上
の
方
。
農
地
所
有
の

要
件
な
し
。

②
税
制
面
の
メ
リ
ッ
ト

　
納
め
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
。
保
険
料
年
額
24
万

円
・
課
税
対
象
所
得
２
０
０
万
円
の

場
合
（
税
率
20
％
）
４
万
８
０
０
０

円
の
節
税
に
！
ま
た
、
年
金
資
産
運

用
益
は
非
課
税
扱
い
、
将
来
受
け
取

る
年
金
も
公
的
年
金
等
控
除
が
適
用

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

防
災
士
に
な
っ
て
、
地
域
の

防
災
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か

蓮
沼
リ
サ
イ
ク
ル
倉
庫
の

　
　
　
　
　
利
用
方
法
の
変
更

暮
ら
し・環
境
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千
葉
県
内
で
は
、
依
然
と
し
て
振
り

込
め
詐
欺
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
振
り

込
め
詐
欺
の
前
兆
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
と
い
う
通
報
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

振
り
込
め
詐
欺
に
は
い
く
つ
か
の

キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
会
話
の
中

に
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
出
て
き
た
ら
、

振
り
込
め
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
！

カ
バ
ン
を
な
く
し
た

　
「
小
切
手
の
入
っ
た
カ
バ
ン
を
な
く

し
た
。
会
社
に
損
害
を
与
え
な
い
よ

う
お
金
を
用
意
し
て
同
僚
に
渡
し
て

ほ
し
い
。」

還
付
金
も
ら
え
ま
す

　
「
税
金
や
医
療
費
の
還
付
金
が
あ
る

か
ら
、
す
ぐ
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。」

示
談
金
が
必
要

　
「
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
。
す
ぐ
に

示
談
金
が
必
要
。」

会
社
の
金
を
使
い
込
ん
だ

　
「
会
社
の
金
を
株
に
使
い
込
ん
で
し

ま
っ
た
。
今
日
中
に
お
金
を
振
り
込

ま
な
い
と
ク
ビ
に
な
る
。」

　

以
上
の
よ
う
な
話
が
出
た
場
合
は
、

信
じ
な
い
で
山
武
警
察
署
（
０
４
７
５

－

８
２

－

０
１
１
０
）
へ
通
報
を
！

　
灯
油
は
、
保
管
方
法
を
誤
る
と
日
光

や
熱
に
よ
る
変
質
、
水
や
異
種
の
油
な

ど
の
混
入
に
よ
り
「
不
良
灯
油
」
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
石
油
ス
ト
ー

ブ
を
購
入
し
て
２
日
後
、
消
火
し
よ
う

と
し
た
際
に
、
操
作
つ
ま
み
が
上
が
ら

ず
、
緊
急
消
火
ボ
タ
ン
も
作
動
し
な

か
っ
た
」
と
い
う
事
例
が
あ
り
ま
す
。

＜

ア
ド
バ
イ
ス＞

・
不
良
灯
油
を
石
油
暖
房
機
器
に
使
用

す
る
と
、
少
量
で
も
異
常
燃
焼
や
機

器
の
故
障
に
つ
な
が
り
危
険
で
す
。

・
保
管
す
る
と
き
は
、
灯
油
専
用
容
器

に
入
れ
、
日
光
や
雨
の
当
た
ら
な
い

場
所
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

・
シ
ー
ズ
ン
中
に
使
い
切
れ
な
か
っ
た

場
合
や
、
長
期
保
管
し
変
質
の
可
能

性
が
あ
る
灯
油
は
決
し
て
使
用
せ
ず
、

購
入
し
た
石
油
販
売
店
に
相
談
す
る

な
ど
し
て
安
全
に
廃
棄
し
ま
し
ょ
う
。

・
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
、
山
武

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
山
武
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
◆

相
談
電
話　
☎
０
４
７
５(

８
２)

８
４
５
３

日　
時　
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
４

時
半
（
11
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

場　
所　
山
武
市
役
所

疑
い
が
な
い
か
ど
う
か
獣
医
師
の
検

診
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
（
20
万
円
）

問　
千
葉
県
健
康
福
祉
部
衛
生
指
導
班

☎
０
４
３(

２
２
３)

２
６
４
２

　
山
武
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
保
健
所
）

☎
０
４
７
５(

５
４)

０
６
１
１

　
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
７
６(

９
３)

５
７
１
１

　
千
葉
県
で
は
、
こ
の
た
び
千
葉
県
動

物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を

公
布
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
平
成

27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

動
物
の
愛
護
や
管
理
に
関
す
る
施
策

・
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着
に
関
す
る

普
及
啓
発

・
殺
処
分
が
な
く
な
る
こ
と
を
目
指
す

た
め
の
取
り
組
み
（
引
き
取
り
・
捕

獲
数
の
減
少
、返
還
や
譲
渡
の
促
進
）

動
物
の
適
正
な
取
り
扱
い

・
動
物
を
飼
お
う
と
す
る
場
合
は
、
終

生
飼
え
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
慎
重

に
行
う
こ
と

・
飼
い
主
等
は
、
周
辺
住
民
に
迷
惑
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

・
災
害
時
に
備
え
て
、
同
行
避
難
を
す

る
た
め
の
準
備
を
す
る
こ
と

飼
い
主
等
へ
の
規
制

　
（
違
反
し
た
場
合
の
過
料
や
罰
金
）

・
犬
や
猫
を
合
わ
せ
て
10
頭
以
上
飼
う

場
合
は
、
保
健
所
へ
多
頭
飼
養
の
届

出
を
す
る
こ
と
（
５
万
円
）

・
特
定
動
物
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、保
健
所
に
通
報
す
る（
30
万
円
）

・
犬
が
人
を
か
ん
だ
と
き
は
保
健
所
に

届
け
出
し
、
か
ん
だ
犬
が
狂
犬
病
の

千
葉
県
動
物
の
愛
護
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
が
公
布

消
費
者
情
報

古
い
灯
油
で
石
油
ス
ト
ー
ブ
故
障
？

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
！

犬
の
し
つ
け
方
教
室（随

時
予
約
制
）

日　
時　
２
月
７
日
㈯
、３
月
8
日
㈰

・
基
礎
講
座　
受
講
料
無
料

　
午
後
１
時
～
２
時
半

・
実
技
講
座　
受
講
料
３
０
０
０
円

　
午
後
２
～
４
時

パ
ピ
ー
ク
ラ
ス

（
随
時
予
約
制
・
無
料
）

　
子
犬
の
飼
い
方
し
つ
け
方
を
学
び
ま

す
。
参
加
者
に
は
優
先
的
に
子
犬
を
譲

り
ま
す
。

期　
日　
２
月
28
日
㈯
、
３
月
28
日
㈯

　
各
日
程　
時
間
応
相
談

飼
い
主
さ
が
し
の
会

（
予
約
制
・
無
料
）

期　
日　
２
月
７
日
㈯
、
３
月
８
日
㈰

 

犬
猫
の
欲
し
い
方　
受
付
午
前
９
時
～

 

犬
猫
の
あ
げ
た
い
方　受

付
午
前
９
時
半
～

申
・
問　
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
７
６(

９
３)

５
７
１
１
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平
成
20
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た

『
山
武
市
総
合
計
画
』
に
基
づ
き
、
ま

ち
づ
く
り
の
め
ざ
す
姿
を
29
の
施
策

と
１
２
０
の
基
本
事
業
に
体
系
化
し
、

『
山
武
市
ま
ち
づ
く
り
報
告
書
』
と
し

て
公
開
し
ま
す
。

こ
の
『
ま
ち
づ
く
り
報
告
書
』
は
、

計
画
の
３
要
素
で
あ
る
「
何
を
」「
い
つ

ま
で
に
」「
ど
こ
ま
で
」
進
め
て
い
く
の

『
山
武
市
ま
ち
づ
く
り
報
告
書
』

を
公
開

市
民
活
動
フ
ェ
ス
タ
で
つ
な
が

ろ
う
！

市
民
活
動
フ
ェ
ス
タ
は
「
知
り
合
お

う
、
つ
な
が
ろ
う
、
活
か
し
合
お
う
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
市

民
活
動
の
お
祭
り
で
す
。

今
年
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
市
民
活

動
団
体
に
よ
る
活
動
発
表
に
加
え
、
積

み
木
コ
ン
テ
ス
ト
や
紙
飛
行
機
コ
ン
テ

ス
ト
、
ク
イ
ズ
大
会
な
ど
、
親
子
で
参

加
で
き
る
お
楽
し
み
目
玉
企
画
も
盛
り

だ
く
さ
ん
。
景
品
も
多
数
ご
用
意
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
フ
ェ
ス
タ
に
参

加
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
と
知
り
合

い
、
つ
な
が
り
ま
し
ょ
う
。

日　
時　
２
月
22
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
所　
成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ

内　
容　
【
屋
内
】
展
示
、
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
映
画
上
映
、
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
模
擬

放
送
【
屋
外
】
展
示
、
模
擬
店

　
【
ホ
ー
ル
】
バ
ン
ド
演
奏
、
市
内
小

中
学
校
生
に
よ
る
吹
奏
楽
、
合
唱　

な
ど

問　
市
民
自
治
支
援
課　

☎
０
４
７
５（
８
０
）０
１
５
１

市
民
活
動

か
、
ま
た
、
進
ん
で
い
る
の
か
明
確
に

示
す
た
め
に
設
定
し
た
２
９
４
の
「
成

果
指
標
値
」
の
推
移
か
ら
、
前
年
度
の

ま
ち
づ
く
り
の
達
成
状
況
を
市
民
の
皆

さ
ま
に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

『
ま
ち
づ
く
り
報
告
書
』は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
市

役
所
２
階
企
画
政
策
課
、
各
出
張
所
、

各
図
書
館
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

問　
企
画
政
策
課

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
３
２

成
田
空
港
の
運
用
状
況

成
田
空
港
の
年
間
発
着
回
数
は

２
０
１
３
年
度
22
・
６
万
回
、
航
空

旅
客
数
は
３
６
０
４
万
人
を
数
え
、

２
０
１
４
年
12
月
１
日
時
点
で
34
か
国

３
地
域
１
０
１
都
市
、
国
内
17
都
市
を

結
ぶ
空
の
表
玄
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
２
０
１
５
年
３
月
末
ま
で

に
、
年
間
発
着
容
量
30
万
回
化
を
可
能

と
す
る
施
設
整
備
を
進
め
て
お
り
、
４

月
８
日
に
は
第
３
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
）

の
供
用
開
始
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

離
着
陸
制
限
（
カ
ー
フ
ュ
ー
）
の
弾

力
的
運
用
※
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
３

年
度
58
件
の
発
生
が
あ
り
、
悪
天
候
に

よ
る
も
の
が
主
な
理
由
で
す
。

※
離
着
陸
制
限
（
カ
ー
フ
ュ
ー
）
の
弾

力
的
運
用
と
は
、「
や
む
を
得
な
い
」

場
合
に
限
り
、
離
着
陸
制
限
さ
れ
て

い
る
深
夜
23
時
台
の
１
時
間
離
着
陸

を
認
め
る
措
置
の
こ
と
で
す
。

問　
企
画
政
策
課

☎
０
４
７
９（
８
０
）７
１
１
５

■滑走路別離着陸状況（2013年度）

項目
空港南側 空港北側 合計

離陸 着陸 計 比率 離陸 着陸 計 比率 離陸 着陸 計 比率
Ａ滑走路 49,536 23,548 73,084 32.31% 50,690 21,050 71,740 31.72% 100,226 44,598 144,824 64.03%
Ｂ滑走路 5,855 34,495 40,350 17.84% 7,015 33,993 41,008 18.13% 12,870 68,488 81,358 35.97%

合計 55,391 58,043 113,434 50.15% 57,705 55,043 112,748 49.85% 113,096 113,086 226,182 100.00%
※空港南側の離着陸機が山武市の上空を飛行しています。

■航空取扱量の推移
項　目 2006年度 2008年度 2010年度 2012年度 2013年度

発 着 回 数（万回） １９．１ １９．１ １９．１ ２１．２ ２２．６
航空旅客数（万人） ３，５３４ ３，２６５ ３，２５２ ３，３４３ ３，６０４
航空貨物量（万㌧） ２２２ １８８ ２０７ １９２ １９９
給 油 量（万ｋ㍑） ５７０ ５２１ ４６８ ４６７ ４８１

●総合計画における『まちづくり報告書』の位置づけ
まちづくりの取組み方向

事務事業
基本事業の目的を実現するための

最も具体的な手段

基本事業（120）
施策実現のための手段

施策（29）
政策実現のための

手段

政策
（６）

貢献

貢献

貢献

目的

手段 目的

手段 目的

手段

まちづくり報告書
[施策・基本事業評価]
施策･基本事業の目標達成状況
を成果指標で把握し、その原因
を分析・評価し今後の方向性を
検討します。

［事務事業評価］
事務事業の活動内容や成果状況
を把握し、事業成果や施策･基
本事業への貢献度から事業の改
善案を検討します。
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「
有
資
格
者
」
と
し
て
安
全
に
機
械

作
業
を
行
い
、
市
内
の
森
林
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
講
座
は
バ
イ
オ
マ
ス
施
策
提
案

型
事
業
の
採
択
事
業
と
し
て
実
施
し
、

主
催
者
が
受
講
費
用
を
一
部
負
担
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
講
く
だ
さ

い
。

日　
時　
２
月
14
日
㈯　
雨
天
実
施

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場　
所　
さ
ん
ぶ
の
森
交
流
セ
ン
タ
ー

あ
ら
ら
ぎ
館

定
員
数　
20
人
（
先
着
順
）

受
講
費　
５
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
・

受
講
証
明
書
発
行
代
含
む
）

受
講
資
格　
市
内
に
在
住
・
在
勤
で
18

歳
以
上
の
健
康
な
方
（
性
別
不
問
）

刈
払
機
講
習
会
の
開
催

申
込
期
限　
２
月
６
日
㈮

申
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
森
守
隊

　
白
江

Ｍgenkim
orim

oritai@
gm

ail.com

☎
０
４
７
５（
８
０
）６
６
２
８

Ｆ
０
４
７
５（
８
０
）６
６
１
０

米
粉
料
理
教
室

・
米
粉
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
（
旬
の
苺
を
使

い
ま
す
）

・
米
粉
の
お
か
ず
蒸
し
パ
ン

日　
時　
２
月
24
日
㈫　
午
前
10
時
～

午
後
１
時

場　
所　
成
東
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階
栄
養
指
導
室

対　
象　
ど
な
た
で
も
参
加
可
・
先
着

30
人

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記

用
具

講　
師　
山
下
富
士
子
先
生
（「
米
夢
」

主
催
）

問　
さ
ん
さ
ん
味
工
房

☎
０
４
７
５（
８
６
）２
２
４
５

ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局

さ
ん
ぶ
の
森
公
園
か
ら
発
信
！

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
周
波
数　
78
・
９
㎒

基
本
放
送
時
間　
毎
週
日
曜
日
・
祝
日

午
前
11
時
～
午
後
３
時
（
予
定
）

「
Ｆ
Ｍ
さ
ん
む
」
の
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ

オ
局
が
、
さ
ん
ぶ
の
森
公
園
内
「
グ

リ
ー
ン
タ
ワ
ー
」
ロ
ビ
ー
に
て
開
局
。

Ｆ
Ｍ
78
・
９
㎒
で
、
さ
ん
ぶ
の
森
公
園

内
へ
山
武
市
の
情
報
や
素
敵
な
音
楽
を

オ
ン
エ
ア
ー
し
ま
す
。
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
放
送

の
た
め
、
放
送
が
受
信
で
き
る
の
は
さ

ん
ぶ
の
森
公
園
周
辺
で
す
。
さ
ん
ぶ
の

森
公
園
に
お
出
か
け
の
時
は
、
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
を
持
参
し
て
放
送
を
楽
し
ん
で
く

山
武
俳
句
会

風
荒
き
森
に
囲
ま
れ
菊
日
和�

篠
崎　

青
童

大
扇
子
菊
の
大
作
こ
こ
に
在
り�

伊
藤　

好
子

盛さ
か

り
過す

ぐ
厚
物
菊
に
染し

み
見
え
て�

川　

島　
　

隆

存な
が
らえ
て
後あ
と

幾
秋
の
月
を
観み

ん�

古
内　

佐
喜
子

菊
扇
句
座
へ
と
招
く
日
和
か
な�

石
橋　

八
重
子

だ
さ
い
（
カ
ー
ラ
ジ
オ
、
普
通
の
ラ
ジ

オ
で
聴
け
ま
す
よ
）。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
大
募
集

あ
な
た
も
参
画
で
き
る
、
み
ん
な
の

ラ
ジ
オ
。
開
局
に
向
け
て
、
一
緒
に
Ｆ

Ｍ
さ
ん
む
で
活
動
を
し
て
く
れ
る
仲
間

を
大
募
集
し
ま
す
。

ラ
ジ
オ
番
組
づ
く
り
を
通
じ
て
山
武

市
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、
発
信
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

・
ラ
ジ
オ
番
組
作
り
に
興
味
の
あ
る
方

・
ラ
ジ
オ
番
組
作
り
に
生
か
せ
る
趣

味
・
特
技
を
お
持
ち
の
方

・
音
響
や
無
線
等
の
機
材
の
取
り
扱
い

に
詳
し
い
方

・
山
武
市
『
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
』
な
方
な
ど
、

ぜ
ひ
「
Ｆ
Ｍ
さ
ん
む
」
に
あ
な
た
の

力
を
貸
し
て
下
さ
い
。

問　
阿
部　
☎
０
９
０（
８
９
４
２
）０
５
５
６

　
　  

金
澤　
Ｍkanazawa@fmsammu.com

槇ま
き

の
木
に
蜘く

も蛛
の
巣
光
る
日
差
し
か
な�

相
子　

礼
子

扇
菊
今
年
デ
ザ
イ
ン
変
わ
り
い
る�

黒
相　

か
つ
江

虫
の
音
の
コ
ー
ラ
ス
を
聞
く
夜
の
静し
じ
ま寂�

京
相　

千
代
野

懐
ふ
と
こ
ろ

に
師
走
の
風
の
入
り
に
け
り�

飯
塚　

け
い
じ

智
恵
子
像
前
の
菊
展
雨
上
が
る�

伊
藤　

み
や
子
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催
し・募
集

平
成
27
年
度
の
学
童
ク
ラ
ブ

支
援
員
・
補
助
員
募
集

雇
用
期
間　
４
月
１
日
～
平
成
28
年
３

月
31
日

勤
務
時
間　
週
29
時
間
以
内

　
通
常
授
業
日　
授
業
終
了
時
～
午
後

６
時
（
時
間
外　

午
後
６
～
７
時
）

土
曜
日
、
長
期
休
業
期
間
等　
午
前

８
時
～
午
後
６
時
の
間
で
５
時
間
程

度
（
時
間
外　

午
前
７
時
半
～
８

時
・
午
後
６
～
７
時
）　　
　
　

勤
務
場
所　
市
内
学
童
ク
ラ
ブ

募
集
人
数　
支
援
員　
数
人
（
児
童
福

祉
に
興
味
が
あ
り
、
保
育
士
や
教
員

の
資
格
が
あ
る
方
）

　
補
助
員　
数
人
（
児
童
福
祉
に
興
味

の
あ
る
方
）

募
集
年
齢　
20
歳
以
上
、
60
歳
未
満

申
込
期
限　
２
月
13
日
㈮

勤
務
条
件　
支
援
員　
時
給
９
８
０
円
、

補
助
員　
時
給
９
０
３
円　

　
交
通
費
の
支
給
有

問　
子
育
て
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
３
１

書
類
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

調
整
会
議　
日
時
・
場
所

２
月
24
日
㈫　
午
後
７
時
～

蓮
沼
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
１
階
小
体
育
館

※
学
校
施
設
の
改
修
工
事
な
ど
で
ご

希
望
に
添
え
か
ね
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
４
６
１

期　
日　
３
月
８
日
㈰

　
※
予
備
日　
３
月
15
日
㈰

場　
所　
成
東
総
合
運
動
公
園

種　
目　
団
体
戦（
男
女
各
３
～
４
人
）

　
ミ
ッ
ク
ス
Ｗ
×
３
ペ
ア

定　
員　
Ａ
ク
ラ
ス　
６
チ
ー
ム

　
Ｂ
ク
ラ
ス
（
初
中
級
）　
６
チ
ー
ム

参
加
費　
９
０
０
０
円
／
１
チ
ー
ム

申
込
方
法　
成
東
総
合
運
動
公
園
管
理

事
務
所
に
設
置
の
申
込
書
を
記
入
し

同
所
に
提
出
か
、
左
記
に
電
話
で
申

し
込
み

申
込
期
間　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

市
民
を
含
む
チ
ー
ム　
２
月
１
日
～

市
外
の
チ
ー
ム　
２
月
15
日
～

申
・
問　
市
体
育
協
会
テ
ニ
ス
部
平
野

☎
０
９
０（
１
５
０
４
）０
８
８
８

※
９
～
20
時
の
み
対
応

市
民
テ
ニ
ス
大
会
（
団
体
戦
）

参
加
チ
ー
ム
募
集

支
障
の
な
い
範
囲
で
市
民
の
方
々
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
に
使
用
で
き
ま
す
。

平
成
27
年
４
～
９
月
に
定
期
的
に
学
校

施
設
の
使
用
を
希
望
す
る
各
団
体
の
代

表
者
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
使
用
希
望
団
体
は
、
２
月
5

日
㈭
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
申
請

平
成
27
年
度
上
半
期
分

学
校
施
設
使
用
調
整
会
議
の
開
催

市
内
の
小
・
中
学
校
の
体
育
館
・
武

道
場
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
学
校
活
動
に

ス
ポ
ー
ツ

 さんむスポーツフェスタ2015開催！
誰でも気軽に参加できるスポーツイベントです。
これを機にスポーツを始めてみませんか？

　期　日　３月１日㈰
種　目　名 会　　場 定員 （受付）

開催時間 内　　容

ソフト
バレーボール
大会

蓮沼
スポーツプラザ

支部
申込

（8：00）
8：30～

ソフトバレーボール大会(山武市体育協
会支部対抗)　
・ブロンズの部
・ゴールドの部
・中学生の部
・トーナメント方式(参加チーム数によ　
　り変更あり)

技術講習会
（親子テニス教室）

成東総合運動公園
テニスコート

（雨天：成東東中
学校体育館）

朝の部
8組

昼の部
8組

（8：30）
9：00～11：00

（11：00）
11：30～13：30

・国際テニス連盟（日本テニス協会）
推奨のＰＬＡＹ＆ＳＴＡＹプログラム
の実施　

※定員になり次第締め切りますので、
お早めにお申し込みください。

★技術講習会　　　　　　 
（陸上教室）

松尾中学校グラウ
ンド

（雨天：松尾中学
校体育館）

50人
程度

（8：30）
9：00～12：00

順天堂大学陸上部から講師をお招きし、
種目別に分かれた実技指導を行います。

（短距離・中長距離・走り幅跳び・ハー
ドル・ジョギング)

※受付は各種目の会場で行います。なお、★印の種目は当日の受付もできます。
参加資格　山武市在住・在勤者
申込方法　参加申込書を記入のうえ、スポーツ振興課に提出（fax・mail可）
申込期間　２月２日㈪～16日㈪
主　　催　山武市体育協会
申・問　スポーツ振興課　☎0475（80）1461　Ｆ0475（80）1400
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春
秋
倶
楽
部
で
は
、
平
成
21
年
に

『
激
動
の
昭
和
の
時
代　

戦
中
戦
後
を

生
き
て
』
を
発
行
し
、
好
評
を
頂
き
ま

し
た
。
戦
後
70
年
と
い
う
節
目
の
年
を

迎
え
、
続
編
と
し
て
戦
中
戦
後
の
記
録

を
残
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

内　
容　
戦
中
戦
後
の
日
常
や
学
校
生

活
の
思
い
出
、
戦
争
に
関
わ
る
体

験
、
家
族
や
知
人
か
ら
聞
い
た
話
な

ど
申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
し
、
４
０
０
字
詰
原

稿
用
紙
１
～
10
枚
程
度
に
書
い
て
郵

送
（
パ
ソ
コ
ン
も
可
）

申
込
期
限　
４
月
15
日
㈬

送
り
先　
山
武
市
歴
史
民
俗
資
料
館
内　

春
秋
倶
楽
部
事
務
局

　
〒
２
８
９

－

１
３
２
４

　
山
武
市
殿
台
３
４
３

－

２

問　
高
木☎

０
４
７
５（
８
２
）５
４
４
７

戦
中
戦
後
の
記
録　
原
稿
募
集

募
集
人
員　
１
人

応
募
要
件　
65
歳
未
満
で
保
健
師
資
格

を
有
し
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
可

能
な
方

応
募
期
限　
３
月
16
日
㈪

応
募
方
法　
履
歴
書
と
保
健
師
免
許
証

写
し
を
健
康
支
援
課
に
提
出
（
郵
送

可
）

申
・
問　
健
康
支
援
課　

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
３

さ
ん
ぶ
の
森
公
園非

常
勤
職
員
募
集

職　

種　

屋
外
軽
作
業
員
（
２
人
）、

屋
外
高
度
作
業
員
（
５
人
）、
屋
内

作
業
員（
４
人
）、グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー

管
理
員
（
２
人
）

※
山
武
市
臨
時
職
員
等
登
録
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

雇
用
期
間　
４
月
１
日
～
９
月
30
日

勤
務
日　
毎
週
火
～
日
曜
日　
週
３
日

�

（
祝
日
含
む
）

勤
務
時
間　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

15
分

対　
象　
65
歳
未
満
（
雇
用
期
間
内
）

で
健
康
な
方

提
出
書
類　
履
歴
書

申
込
締
切
日　
２
月
13
日
㈮
午
後
５
時

申
・
問　
さ
ん
ぶ
の
森
公
園
管
理
事
務

所�

☎
０
４
７
５（
８
０
）９
１
０
０

※
休
館
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

事
務
員

申
込
資
格　
事
務
経
験
の
あ
る
63
歳
未

満
の
方

勤
務
内
容　
市
立
こ
ど
も
園
ま
た
は
幼

稚
園
で
事
務
全
般

勤
務
時
間　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

15
分
（
平
日
の
み
）

賃
金
額　
時
給
８
０
０
円

≪
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・
支
援
員
・

事
務
員
共
通
≫

申
込
方
法　
電
話
連
絡
後
、
履
歴
書
と

各
資
格
を
証
す
る
書
類
を
持
参

申
込
期
限　
２
月
20
日
㈮

そ
の
他　
勤
務
体
系
に
応
じ
社
会
保
険

か
雇
用
保
険
を
適
用
、
交
通
費
支
給

申
・
問　
子
育
て
支
援
課

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
３
２

臨
時
保
健
師
募
集

勤
務
場
所　
成
東
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

雇
用
期
間　
４
月
１
日
～
平
成
28
年
３

月
31
日
ま
で

勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間　

週
５
日

（
祝
日
を
の
ぞ
く
月
～
金
）
で
、
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で

（
相
談
可
）

勤
務
条
件　
日
給
９
７
０
０
円
（
時
給

１
２
５
１
円
）
交
通
費
有
り　
※
雇

用
条
件
に
応
じ
て
社
会
保
険
お
よ
び

雇
用
保
険
の
適
応
有
り

保
育
士

申
込
資
格　
保
育
士
証
ま
た
は
幼
稚
園

教
諭
免
許
を
有
す
る
63
歳
未
満
の
方

　
①
フ
ル
タ
イ
ム

勤
務
時
間　
午
前
７
時
～
午
後
７
時

の
間
で
７
時
間
45
分
（
平
日
お
よ

び
土
曜
日
・
シ
フ
ト
制
）

賃
金
額　
日
給
８
０
０
０
円

②
パ
ー
ト

勤
務
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
７

時
の
間
の
必
要
と
す
る
時
間
帯

（
朝
・
夕
方
の
時
間
外
保
育
な
ど
）

賃
金
額　
時
給
１
０
３
２
円

幼
稚
園
教
諭

申
込
資
格　
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す

る
63
歳
未
満
の
方

勤
務
時
間　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

（
平
日
の
み
）

賃
金
額　
日
給
８
０
０
０
円

支
援
員

申
込
資
格　
63
歳
未
満
の
方

勤
務
内
容　
市
立
こ
ど
も
園
ま
た
は
幼

稚
園
で
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る

児
童
の
支
援

勤
務
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

（
児
童
の
休
暇
期
間<

夏
休
み
等>

を
除
く
平
日
の
み
）

賃
金
額　
時
給
９
０
０
円

市
立
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
で

一
緒
に
働
き
ま
し
ょ
う


